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嘉
島
町
の
平
成
22
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は
表
記
の
よ
う
に
歳
入

が
10.04
％
増
、
歳
出
が
12.15
％
増
と
前
年
度
に
比
較
し
て
歳
入
が
３
億
７
千

万
円
、
歳
出
が
４
億
１
千
万
円
程
度
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
方

交
付
税
等
の
依
存
財
源
の
増
加
が
大
き
く
、
自
主
財
源
の
比
率
は
46.4
％

(

前
年
は
52.4
％)

と
昨
年
に
引
き
続
き
前
年
比
で
減
少
し
ま
し
た
。

政
情
の
変
化
に
よ
っ
て
地
方
自
治
体
の
財
源
状
況
は
一
層
き
び
し
さ

を
増
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
堅
実
な
財
政
運
営
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。

主
な
歳
入
項
目
ご
と
の
決
算
額
を
み
ま
す
と
、
町
税
は
町
民
税
等
の

減
に
よ
り
１
６
５
５
万
２
千
円

(

1.1
％)

の
減
、
地
方
交
付
税
は
普
通

交
付
税
の
増
に
よ
り
１
億
１
６
７
２
万
８
千
円

(

20.9
％)

の
増
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
町
債
は
学
校
教
育
施
設
等
整
備
事
業
債
等
の
増
に
よ
り
、
２
億

３
２
３
８
万
２
千
円

(

96.7
％)

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

毎
年
継
続
的
且
つ
安
定
的
に
収
入
さ
れ
る
も
の
を
経
常
的
収
入
と
い

い
、
歳
入
構
造
の
安
定
性
を
表
す
指
標
で
行
政
水
準
の
持
続
的
向
上
を

確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
の
経
常
的
収
入
の
安
定
が
肝
要
で
す
が
、

22
年
度
の
経
常
的
収
入
は
26
億
５
０
３
９
万
３
千
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
１
億
８
６
６
８
万
円
、
7.6
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
町
税
、
地
方
譲
与
税
、
地
方
交
付
税
等
を
一
般
財
源
と
い
い

ま
す
が
、
そ
の
大
部
分
が
使
途
に
つ
い
て
特
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、

歳
入
総
額
に
占
め
る
割
合
が
大
き
い
程
、
地
方
自
治
体
の
自
主
性
が
生

か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
一
般
財
源
は
地
方
交
付
税
１
億
１

６
７
２
万
８
千
円
の
増
が
大
き
く
、
前
年
度
に
比
べ
て
１
億
１
４
４
０

万
６
千
円
、
4.0
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
構
成
比
は
72.5
％
で
前
年
度

76.7
％
を
下
回
り
ま
し
た
。

自
主
財
源
の
総
額
は
18
億
８
３
１
９
万
９
千
円
で
前
年
度
に
比
べ
2.7

％
、
５
２
１
１
万
２
千
円
減
と
な
り
収
入
総
額
に
対
す
る
構
成
比
は
前

年
度
を
下
回
り
ま
し
た
。

概

況

平平
成成
2222
年年
度度

一一
般般
会会
計計
のの

決決
算算でで

すす

歳

入

(前年比＋10.04％)
歳入 40億6282万４千円

(前年比＋12.15％)
歳出 38億1109万９千円

歳 入 決 算

町税

14億2578万９千円
歳入総額

40億6282万４千円
(＋10.4％)

地方交付税

６億7615万１千円

分担金及び負担金
8060万６千円

使用料及び手数料
1828万０千円

国庫支出金

６億4823万３千円

県支出金
１億9318万３千円

町債

４億7272万７千円

諸収入

3927万３千円

繰越金
２億9402万６千円

財産収入
476万４千円

寄附金
227万０千円

地方特例交付金
1295万８千円
交通安全対策特別交付金
284万０千円

地方消費税交付金
１億1640万３千円
自動車取得税交付金
765万９千円

配当割交付金
83万２千円

株式等譲渡所得割交付金
36万０千円

地方譲与税
4520万５千円
利子割交付金
307万４千円

自主財源 46.4％ (▲6.0％)
依存財源 53.6％

繰入金
1819万１千円



― 3―'11 ��

平成22年度嘉島町特別会計 (前年比)
国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

歳 入 ��億����万�千円 ���.��％
歳 出 �億����万�千円 ���.��％

住宅新築資金等貸付
特 別 会 計

歳 入 ���万�千円 ��.��％
歳 出 ���万�千円 ���.��％

老 人 保 健 特 別 会 計 歳 入 ���万�千円 ��.��％
歳 出 ���万�千円 ��.��％

介 護 保 険 特 別 会 計 歳 入 �億����万�千円 ���.��％
歳 出 �億����万�千円 ���.��％

公 共 下 水 道 事 業
特 別 会 計

歳 入 �億����万�千円 ��.��％
歳 出 �億����万�千円 ��.��％

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計

歳 入 ����万�千円 ��.��％
歳 出 ����万�千円 ��.��％

平
成
22
年
度
の
経
費
を
性
質
別
に
分
類
し
ま
す
と
義
務
的
経
費

(

人

件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
等)

35.7
％
、
投
資
的
経
費

(

普
通
建
設
事
業

費
、
災
害
復
旧
費
等)

23.9
％
、
そ
の
他
の
経
費
16.7
％
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
さ
ら
に
見
ま
す
と
、
普
通
建
設
事
業
費
23.8
％
、
人
件
費
16.0
％
、

補
助
費
13.2
％
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
で
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
ま
す
と
、
保
育
所
運
営
委
託
事
業

２
億
２
４
０
４
万
８
千
円
、
児
童
手
当
、
子
ど
も
手
当
扶
助
事
業
１
億

６
０
８
０
万
７
千
円
、
障
害
者
自
立
支
援
事
業
４
８
４
８
万
３
千
円
、

乳
幼
児
・
児
童
医
療
費
助
成
事
業
３
４
５
２
万
９
千
円
、
運
動
公
園
整

備
事
業
６
４
１
８
万
６
千
円
、
東
西
小
学
校
耐
震
補
強
・
増
築
事
業
３

億
５
９
２
６
万
２
千
円
等
々
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

わ
が
町
の
経
済
は
、
企
業
誘
致
等
に
よ
っ
て
比
較
的
順
調
に
推
移
し

て
い
ま
す
が
、
地
方
の
財
政
事
情
は
き
び
し
い
状
況
が
継
続
す
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
も
歴
然
と
し
た
少
子
高
齢
化
社
会
の
急
速
な
進
展
や
住
環
境
の

整
備
、
産
業
育
成
等
課
題
の
多
様
さ
に
比
し
て
財
源
は
限
ら
れ
て
い
ま

す
。町

民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。(

財
政
係)

歳

出

こ
れ
か
ら
の
財
政
事
情

経費別分類

義務的経費
13億5989万７千円

35.7％

経常的経費
９億0425万４千円

23.7％

投資的経費
９億0886万９千円

23.9％

その他
６億3807万９千円

16.7％

歳出
38億1109万９千円

歳 出 決 算

総務費

９億0496万４千円

歳出総額
38億1109万９千円
(＋12.15％)

衛生費

２億9649万０千円

公債費

２億4880万４千円

教育費
６億4340万１千円

土木費

５億9901万４千円

議会費

5671万３千円

消防費
１億4511万３千円

農林水産業費

9743万３千円

民生費

８億1533万７千円

商工費

383万０千円



第
21
回
町
村
監
査
委
員
全
国
研

修
会
が
10
月
６
・
７
の
両
日
、
東

京
千
代
田
区
の
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に

先
立
っ
て
平
成
23
年
度
町
村
監
査

功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

席
上
、
荒
木
町
長
は
全
国
町
村
会

を
代
表
し
て

(

会
長
代
行)

、
地

方
自
治
体
の
立
場
か
ら
挨
拶
、
受

賞
さ
れ
た
方
々
に
そ
の
労
を
ね
ぎ

ら
い
ま
し
た
が
全
国
町
村
会
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
そ
の
手
腕
が
大
き
く

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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嘉
島
町
議
会
議
員
４
期

(

４
期

目
は
議
長)

を
経
て
、
昭
和
46
年

か
ら
４
期
、
嘉
島
町
長
と
し
て
町

政
を
預
り
、
去
る
８
月
15
日
に
98

歳
で
逝
去
さ
れ
た
故
・
鍋
田
八
三

司
さ
ん

(

上
島)

に
叙
位
が
決
定

し
、
10
月
７
日
、
荒
木
町
長
が
鍋

田
さ
ん
宅
を
訪
れ
、
や
よ
い
夫
人

に

｢

従
五
位｣

を
届
け
ま
し
た
。

鍋
田
さ
ん
は
強
い
郷
土
愛
と
豊

か
な
経
験
、
卓
越
し
た
見
識
で
わ

が
町
の
産
業
経
済
の
発
展
、
住
民

の
福
祉
、
水
害
対
策
等
に
多
大
の

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
鍋
田

さ
ん
は
昭
和
62
年
に

｢

勲
四
等
瑞

宝
章｣

を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

今
年
、
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
下

仲
間
の
松
永
ア
サ
ヱ
さ
ん
に
９
月

22
日
、
内
閣
総
理
大
臣
と
嘉
島
町

か
ら
の
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

荒
木
町
長
か
ら

｢

百
歳
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す｣

と
言
葉
を
添

え
て
手
渡
さ
れ
る
と
、
嬉
し
そ
う

に
受
け
取
ら
れ
ま
し
た
。

松
永
さ
ん
は
、
現
在
、
西
村
病

院
に
入
院
中
で
す
が
、
表
彰
状
の

伝
達
式
で
は
２
人
の
息
子
さ
ん
夫

婦
に
見
守
ら
れ
て
、
と
て
も
幸
せ

そ
う
で
、
百
歳
と
は
思
え
な
い
よ

う
な
元
気
な
声
で
、
昔
な
つ
か
し

い
歌
を
お
嫁
さ
ん
と
歌
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。�����������

�����������
�����������

�����������
��������
荒木町長

全国町村会の
リーダーとして
八面六臂の活躍

������������������������������������������������������������������������������������������
��������� ������������������������� 松永アサヱさん

(下仲間)
明治44年９月14日生れ

百歳万歳!!
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嘉
島
が
誇
る
熊
本
県
重
要
無
形

文
化
財
、
六
嘉
の
獅
子
舞
が
、
10

月
22
日
、
六
嘉
神
社
に
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
か
ら
17
日
の
例
大

祭
の
日
に
神
事
が
行
わ
れ
、
獅
子

舞
は
そ
の
週
の
土
曜
日
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
午
後
２
時
、
松
岡
恭

徳
さ
ん
宅
で

｢

出
立｣

の
儀
の
あ

と
六
嘉
神
社
へ
の
道
行
き
、｢

目

覚
め
の
神
事｣

の
あ
と
呼
び
も
の

の｢

獅
子
の
舞｣

。獅
子
を
あ
や
つ

る
可
愛
い
い
釣
子
の
姿
に
大
拍
手
。

代
っ
て
棒
使
い
の
戦
士
と
の
闘
い

の
間
に
夕
闇
が
訪
れ
ま
す
。
祭
囃

子
が
響
く
中
に

｢

モ
ヤ
の
舞｣

で

雌
雄
の
獅
子
が
戯
れ
た
あ
と
、
呼

び
も
の
の
高
さ
20
ｍ
の

｢

柵
の
ぼ

り｣

で
す
。
タ
ナ
の
尖
端
に
飾
ら

れ
、
獅
子
が
ち
ぎ
っ
て
は
落
と
す

｢

牡
丹
の
花｣

を
め
ぐ
っ
て
、
無

病
息
災
、
家
内
安
全
を
願
う
善
男

善
女
の
、
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ぬ
争

奪
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

�����������������������������������������������������������
９
月
26
日
、
嘉
島
町
農
業
委
員

会
に
よ
る
農
地
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
農
業
委
員

の
方
々
16
名
が
東
西
２
班
に
別
れ

て
主
要
道
路
沿
い
の
農
地
を
パ
ト

ロ
ー
ル
。
新
し
い
耕
作
放
棄
地
の

発
生
は
な
い
も
の
の
手
つ
か
ず
で

荒
れ
た
農
地
が
随
所
に
見
ら
れ
ま

し
た
。
一
度
荒
ら
し
た
農
地
は
、

病
害
虫
の
発
生
源
と
な
り
、
周
辺

農
地
へ
の
影
響
が
大
で
す
。
農
業

委
員
会
で
は
、
わ
が
町
の
豊
か
な

田
園
風
景
の
維
持
の
た
め
積
極
的

に
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

耕
作
が
困
難
に
な
る
前
に
地
元

農
業
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

嘉
島
町
農
業
委
員
会
委
員
と
し

て
上
仲
間
の
園
田
賢
兒
さ
ん

(

76)

に
対
す
る
辞
令
交
付
が
、

９
月
26
日
、
町
長
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

園
田
さ
ん
は
、
現
在
、
高
田
堰

掛
土
地
改
良
区
の
理
事
と
し
て
勤

め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
の
農
業
に

精
通
さ
れ
、
嘉
島
町
の
農
業
発
展

に
も
大
き
く
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

任
期
は
平
成
24
年
12
月
31
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。�����������

�����������
�����������

��

��������������
新
農
業
委
員
に

園
田
賢
兒
さ
ん

(

上
仲
間)

〝農
村
環
境
の
保
全
を〟

農
業
委
員
会
の

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

祭祭りりののハハイイラライイトト

1100年年連連続続奉奉納納感感謝謝状状
川川上上裕裕功功ささんん一一家家にに 花花のの奪奪いい合合いい 道道楽楽
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県
下
の
教
師
や
行
政
関
係
者
2500

人
が
参
加
し
た
表
記
の
研
究
大
会

が
10
月
15
・
16
の
両
日
、
上
益
城

郡
内
全
町
を
会
場
と
し
て
開
か
れ

ま
し
た
。
初
日
は
益
城
町
総
合
体

育
館
で
奥
田
均
近
畿
大
学
教
授
が

｢

人
間
の
値
打
ち
は
地
面
で
は
決

ま
ら
な
い｣

の
表
題
で
講
演
、
翌

日
は
郡
内
の
小
・
中
学
校
17
会
場

で
分
科
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
わ

が
町
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

で
話
し
合
い
が
も
た
れ〝

子
ど
も

た
ち
の
生
活
に
深
く
か
か
わ
り
合

い
な
が
ら
教
育
内
容
を
創
り
出
し
、

差
別
に
立
ち
向
か
う
子
ど
も
を
育

て
よ
う〟

と
各
会
場
と
も
熱
い
１

日
で
し
た
。

全全体体会会

嘉嘉島島中中学学校校

嘉嘉島島西西小小学学校校嘉嘉島島東東小小学学校校

((２２日日目目))

２日目 分科会 (体育館)

１. 就学前からの学びと育ち 益城中央小学校
高木小学校

２. 人権が生きる学校・授業づ
くり

飯野小学校
龍野小学校
嘉島中学校
御船中学校

３. 共に生きる文化をつくる 木山中学校
嘉島東小学校
甲佐小学校
小坂小学校

４. 進路・学力を保障する教育
と態勢

甲佐高校
滝尾小学校

５. 自主活動と子どもの自立 乙女小学校
嘉島西小学校

６. 地域からの学びと啓発 白旗小学校

７. 人権が根づくまちづくり 津森小学校
矢部中学校

��������������������������������������������������
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�����������������������������������������������������������

｢

嘉
島
町
地
域
福
祉
計
画｣

及

び｢

嘉
島
町
地
域
福
祉
活
動
計
画｣

策
定
委
員
会
の
第
１
回
会
議
が
、

10
月
18
日
、
役
場
会
議
室
で
開
か

れ
、
荒
木
町
長
か
ら
16
人
の
委
員

に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
直
ち
に

第
一
回
の
会
議
に
入
り
ま
し
た
。

町
の
第
一
線
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
で
構
成

さ
れ
て
い
る
委
員
会
で
、
嘉
島
町

住
民
の
よ
り
一
層
の
福
祉
の
向
上

に
積
極
的
な
活
動
計
画
を
練
る
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
な
お

委
員
長
に
津
出
、
副
委
員
長
に
栗

�
両
委
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

10
月
11
日
、
嘉
島
町
民
生
委
員

児
童
委
員
研
修
会
が
嘉
島
中
学
校

を
舞
台
に
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
多
目
的
室
で
西
村
校
長
が

中
学
校
運
営
に
つ
い
て

｢

現
在
248

名
の
生
徒
と
と
も
に
文
武
両
道
に

取
り
く
ん
で
い
る
。
学
力
は
平
均

よ
り
や
や
上
と
い
え
る
、
部
活
で

も
突
出
し
た
部
は
な
い
が
粘
り
強

さ
が
出
て
き
た
、
生
徒
一
丸
と
な
っ

て

｢『

オ
ン
リ
ー
と
№
１
の
嘉
島

中
学』

を
作
る
努
力
を
し
て
い
る｣

と
話
し
、
地
域
の
よ
り
一
層
の
御

協
力
を
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
授
業
参
観
を
行
い
、

音
楽
室
も
含
め
て
全
教
室
を
視
察
。

多
目
的
室
に
戻
っ
て
、
そ
の
ま
ま

定
例
会
を
開
き
ま
し
た
。

� � � ��� �� 町議会議長�� � 社会福祉協議会副会長�� �� 教育委員長職務代理者�� �� 医師会代表�� �� 嘱託員会長�� �� 老人クラブ連合会長�� �� 地域婦人会長�� � 民生委員児童委員協議会会長�� �� 商工会長�� �� 保護司会代表�� �� 人権擁護委員代表�� �� 高齢者相談・地域福祉委員代表�� �� 身体障がい者相談員�� � 小中学校代表�� �� 幼稚園代表����� 保育所代表�� �� ボランティア連絡協議会代表

嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉島島島島島島島島島島島島島島島島町町町町町町町町町町町町町町町町地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画
及及及及及及及及及及及及及及及及びびびびびびびびびびびびびびびび

活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画策策策策策策策策策策策策策策策策定定定定定定定定定定定定定定定定委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会がががががががががががががががが
発発発発発発発発発発発発発発発発足足足足足足足足足足足足足足足足ししししししししししししししししままままままままままままままままししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたた

嘉嘉島島中中学学校校をを舞舞台台にに
嘉島町民生委員
児童委員の研修会
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嘉
島
中
学
校
248
名
の
生
徒
達
が

｢

希
望｣

を
テ
ー
マ
に
各
学
級
・
学

年
毎
に
練
習
を
重
ね
た
文
芸
発
表

会
が
11
月
21
日
、
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
吹
奏
楽
部
演
奏
を
皮

切
り
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
３
年
全
員

合
唱｢

旅
立
ち
の
時｣

ま
で
８
種
目

に
学
級
劇
、
人
権
作
文
発
表
、
嘉

島
ふ
る
さ
と
発
見
等
々
、
精
を
こ

め
て
研
究
・
練
習
し
た
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。
３
年
生
に
と
っ
て

は
文
字
通
り
中
学
生
活
の
思
い
出

に
残
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

開開幕幕のの演演奏奏

３３年年のの ｢｢旅旅立立ちちのの時時｣｣ 大大合合唱唱

学
童
保
育

｢

あ
い
あ
い｣

の
み

そ
作
り
教
室
が
10
月
４
日
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
参
加
し
た
お

母
さ
ん
方
が
嘉
島
産
の
大
豆
と
小

麦
を
使
っ
た
み
そ
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
調
理
指
導
は
、
嘉
島
町

農
村
女
性
グ
ル
ー
プ

(

河
原
君
代

会
長)

の
ベ
テ
ラ
ン
先
生
６
名
。

参
加
者
た
ち
は
、
最
初
は
慣
れ
な

い
手
つ
き
で
材
料
を
混
ぜ
、
す
り

鉢
で
す
り
潰
し
て
い
ま
し
た
が
、

さ
す
が
は
普
段
か
ら
料
理
を
手
掛

け
る
主
婦
と
あ
っ
て
上
達
は
早
い

も
の
。
熟
成
や
保
存
の
方
法
も
し
っ

か
り
聞
き
、
数
日
後
に
は
持
ち
帰
っ

た
手
作
り
み
そ
で

『

真
の
母
の
味

の
み
そ
汁』

が
食
卓
に
並
ん
だ
こ

と
で
し
ょ
う
。

���������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������� �����������

������������������������
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ささくくらら太太鼓鼓

ははじじめめののここととばば
ととくくななががああややかかちちゃゃんん､､ ののぐぐちちささややかかちちゃゃんん�����������������������������������������������������������

元
気
い
っ
ぱ
い
の
さ
く
ら
組
32

名
、
す
み
れ
組
25
名
の
園
児
た
ち

が
、
16
種
目
の
競
技
を
澄
ん
だ
秋

空
の
下
で
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

嘉
島
幼
稚
園
の
運
動
会
は
絶
好
の

秋
日
和
の
10
月
９
日
、
園
長
先
生
、

町
長
さ
ん
か
ら
の

｢

み
な
さ
ん
の

明
る
い
笑
顔
は
元
気
の
素
で
す
。

い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う｣

に
大
き
な
声
で

｢

ハ
イ
ッ｣

。
く

ま
モ
ン
た
い
そ
う
で
始
ま
り
、
16

種
目
の
か
け
っ
こ
、
ダ
ン
ス
、
応

援
な
ど
に
、
嘉
島
っ
子
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
ぶ
っ
つ
け
た
秋
の
楽
し
い

１
日
で
し
た
。

町
民
体
育
館
に
園
児
た
ち
の
歓

声
が
ひ
び
き
ま
す
。
10
月
２
日
、

幼
光
保
育
園
の
運
動
会
で
す
。

｢

げ
ん
き
い
っ
ぱ
い

ゆ
め
い
っ

ぱ
い
、
か
が
や
け
み
ん
な
は

ほ

と
け
の
こ｣

を
テ
ー
マ
に
お
と
う
さ
ん
、
お
か

あ
さ
ん
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ

さ
ん
の
声
援
を
浴
び
て
、
元
気
い
っ

ぱ
い
練
習
の
成
果
を
ご
披
露
し
ま

し
た
。
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が

確
実
に
成
長
し
た
喜
び
が
会
場
い
っ

ぱ
い
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

������������
先先生生たたちちのの
手手づづくくりりののくくままモモンン

((テティィッッシシュュをを黒黒くく染染めめままししたた))

嘉 島 幼 稚 園

幼 光 保 育 園

������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������
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石石井井保保健健師師のの話話をを聞聞ききももららすすままいいとと

｢｢杜杜子子春春｣｣ ののスステテーージジ

特特別別出出演演のの林林田田佳佳純純ささんん ((中中央央))

10
月
３
日
、
嘉
島
中
学
校
で
劇

団
民
話
芸
術
座
を
招
い
て

｢

観
劇

会｣

が
あ
り
ま
し
た
。
公
演
は
２

部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
第
１
部

は

｢

演
劇
教
室｣

で
、
舞
台
に
上

が
っ
た
代
表
生
徒
を
中
心
に
緊
張

を
ほ
ぐ
す
た
め
の
体
操
や
腹
式
呼

吸
・
聞
き
取
り
や
す
い
滑
舌
の
体

得
な
ど
、
俳
優
の
基
礎
と
な
る
訓

練
を
体
験
し
た
あ
と
、
代
表
生
徒

４
名
が
朗
読
劇

｢

杜
子
春｣

を
演

じ
ま
し
た
。
出
演
し
た
生
徒
は
、

緊
張
し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、
基

礎
訓
練
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し

て
い
ま
し
た
。
第
２
部
は
朗
読
劇

の｢
本
編
上
演｣

と
な
っ
て
お
り
、

劇
団
員
の
迫
力
あ
る

｢

杜
子
春｣

の
演
技
に
生
徒
た
ち
は
食
い
入
る

よ
う
に
見
入
る
と
と
も
に
、
こ
の

物
語
の
テ
ー
マ
で
あ
る

｢

人
間
は

ど
う
す
れ
ば
人
間
ら
し
い
生
き
方

が
出
来
る
の
か｣

を
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
を
代
表

し
て
林
田
佳
純
さ
ん

(

３
年)

が

子
役
と
し
て
特
別
出
演
し
、
舞
台

と
客
席
の
一
体
感
が
窺
え
ま
し
た
。

８
月
31
日
か
ら
９
月
６
日
ま
で

実
施
さ
れ
た
特
定
健
診
の
結
果
説

明
会
が
10
月
３
日
、
午
前
午
後
の

２
回
に
わ
た
っ
て
役
場
会
議
室
で

開
か
れ
ま
し
た
。
出
席
さ
れ
た
の

は
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
特

定
健
診
を
受
け
た
方
々
。
自
分
の

健
康
の
こ
と
と
あ
っ
て
、
手
渡
さ

れ
た
診
断
書
を
手
に
、
真
剣
な
表

情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

講
師
は
日
本
赤
十
字
社
の
石
井

裕
美
保
健
師
、
冒
頭
、
実
際
に
訪

れ
た
大
震
災
被
災
地
の
ス
ラ
イ
ド

を
見
せ
て
惨
状
を
説
明
し
た
あ
と
、

付
加
が
か
か
る
よ
う
な
生
活
は
や

め
よ
う
、
自
分
自
身
を
よ
く
認
識

し
よ
う
、
緊
急
事
態
時
に
は
実
際

に
何
も
で
き
な
い
こ
と
を
知
っ
て

お
こ
う
。
薬
の
こ
と
を
十
分
知
っ

て
お
こ
う
な
ど
、
健
康
を
維
持
し

自
己
管
理
の
や
り
方
な
ど
ス
ラ
イ

ド
を
使
っ
て
、
わ
か
り
や
す
く
話

し
ま
し
た
。

演
劇
教
室

〝〝〝〝〝〝〝〝〝〝〝〝〝〝〝〝 〝〝
健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康
診診診診診診診診診診診診診診診診診診
断断断断断断断断断断断断断断断断断断
をををををををををををををををををを
上上上上上上上上上上上上上上上上上上
手手手手手手手手手手手手手手手手手手
にににににににににににににににににに

利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用
しししししししししししししししししし
まままままままままままままままままま
しししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
うううううううううううううううううう〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟 〟〟

特
定
健
診
結
果
説
明
会�����������������

－－嘉嘉島島中中学学校校観観劇劇会会－－

�����������������
－嘉島中学校観劇会－

�����������������������������������������������������������������������
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９
月
24
日
、
嘉
島
町
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会
主
催
の
サ
ン
ト
リ
ー
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
教
室
が
嘉
島
町
民
体
育
館

で
開
か
れ
、
Ｖ
リ
ー
グ
の
一
流
選

手
の
指
導
を
仰
ぐ
た
め
上
益
城
郡

内
の
小
中
学
生
約
100
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
園
田
会
長
の
主
催
者
挨

拶
、
荒
木
町
長
の
来
賓
祝
辞
に
続

い
て
、
チ
ー
ム
選
手
・
ス
タ
ッ
フ

の
紹
介
が
あ
り
、
中
で
も
熊
本
県

出
身
の
岡
本
選
手
と
冨
士
田
選
手

に
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
選
手
と
の
記
念
撮
影
の
あ
と
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
に
入
り
、
Ｖ

リ
ー
グ
の
ト
ッ
プ
選
手
、
ス
タ
ッ

フ
16
名
に
よ
る
丁
寧
な
指
導
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
レ
シ
ー
ブ
・
ト
ス

等
の
基
本
的
な
動
作
か
ら
ス
パ
イ

ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
高
度
な
技
術

に
亘
る
多
種
多
様
な
指
導
に
、
参

加
者
た
ち
も
目
を
輝
か
せ
真
剣
な

表
情
で
技
術
を
習
得
し
て
い
ま
し

た
。
参
加
者
の
中
に
は
初
心
者
も

い
ま
し
た
が
、
選
手
の
丁
寧
な
指

導
に
楽
し
そ
う
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

と
触
れ
合
い
ま
し
た
。
教
室
終
了

後
、
嘉
島
中
女
子
バ
レ
ー
部
の
生

徒
か
ら
チ
ー
ム
力
の
向
上
と
リ
ー

グ
戦
で
の
更
な
る
浮
上
を
祈
願
し

て
浮
島
神
社
の

｢

浮
御
守｣

が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
イ
ン
会

で
は
、
お
目
当
て
の
選
手
の
サ
イ

ン
を
ゲ
ッ
ト
す
る
た
め
思
い
切
り

ア
タ
ッ
ク
し
て
い
ま
し
た
。

““今今日日教教わわっったたここととををししっっかかりり身身ににつつけけててくくだだささいい””

ササンントトリリーーササンンババーーズズのの精精鋭鋭

郡郡内内ののババレレーーボボーールルチチーームムがが勢勢揃揃いい

““ササイインンををももららっったたよよ””

ささああ ここいい！！ ““すすごごいいジジャャンンププだだなな””

トトススののああげげかかたたははねね

������������������������
������������������������������������������������������������
������������
����������サ

ン
ト
リ
ー
サ
ン
バ
ー
ズ
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
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交
通
安
全

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10

日
間｢

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動｣

が
実
施
さ
れ
、
町
の
交
通
指
導
員
、

交
通
安
全
協
会
、
交
通
安
全
母
の

会
、
町
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
嘉

島
幼
稚
園
、
学
校
の
先
生
、
親
子

会
等
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
運

動
は
、
21
日
の
益
城
町
総
合
体
育

館
で
行
わ
れ
た

｢

御
船
警
察
署
管

内
４
町
合
同
出
発
式｣

か
ら
ス
タ
ー

ト
。
23
日
に
は
、
熊
本
バ
ス
自
動

車
学
校
で

｢

御
船
警
察
署
管
内
４

町
対
抗
安
全
運
転
競
技
大
会｣

が

開
催
さ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
選
抜
10

人
が
、
町
の
威
信
を
か
け
て
学
科

と
実
技
試
験
に
臨
み
ま
し
た
。
結

果
は
、
み
ご
と
団
体
優
勝
、
個
人

の
部
で
は
、
津�
靖
昭
さ
ん

(

下

仲
間)

が
優
勝
と
完
全
制
覇
を
遂

げ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
ク
レ
ア

で

｢

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
・
オ
ー
タ
ム

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
in
ク
レ
ア｣

と
銘

打
っ
た
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実

施
さ
れ
、
交
通
安
全
母
の
会
の
皆

さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
27
日
は
、
役
場
前
で
嘉
島
幼

稚
園
の
園
児
に
よ
る
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、｢

安
全
運
転
お
願
い
し

ま
す
。｣
の
大
き
な
掛
け
声
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転
意
識
の

高
揚
に
一
役
買
い
ま
し
た
。
ま
た
、

運
動
期
間
中
は
、
早
朝
か
ら
通
学

路
で
街
頭
指
導
を
行
い
、
登
校
時

の
小
中
学
生
の
安
全
確
保
と
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
意
識
徹
底
が
図
ら
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
30
日
に
は
、

荒
木
町
長
が
街
頭
指
導
者
へ
巡
回

激
励
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同

日
は

｢

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指

す
日｣

で
、
御
船
警
察
署
の
村
上

署
長
が
肥
後
銀
行
前
の
交
差
点
で

小
中
学
生
の
登
校
を
見
守
り
ま
し

た
。運

動
期
間
中
、
町
内
で
は
死
亡

事
故
等
の
大
き
な
事
故
は
発
生
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
交
通
安
全
運
動
に
携
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お

か
げ
と
町
民
の
皆
さ
ん
の
交
通
事

故
防
止
の
意
識
の
表
れ
だ
と
思
い

ま
す
。
今
後
も
交
通
事
故
が
１
件

で
も
減
る
よ
う
に
、
運
動
期
間
中

に
限
ら
ず
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
り
、
車
を
運
転
さ
れ
る
方
は

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
に
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

９９月月2211日日､､ 益益城城町町総総合合体体育育館館ででのの出出発発式式

いいざざ出出発発 学学科科もも真真剣剣そそののもものの
((９９月月2233日日)) ４４町町対対抗抗安安全全運運転転競競技技大大会会でで

荒荒木木町町長長もも街街頭頭指指導導ににひひとと役役 ((９９月月3300日日)) 安安全全運運転転おおねねががいいししままーーすす！！ ((９９月月2277日日))

��������������������������
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○日時 12月７日(水) 15：30～16：30
幼稚園説明会に出席を希望される方は､ 前日までに幼稚園へ予約をお願いします｡

※12月の園庭開放はありません｡ よろしくお願いします｡

※入園申請を出された方には３月初旬に入園説明会を開催します｡

詳しくは幼稚園までお電話下さい｡

嘉島幼稚園 �237-5210�����������������
'11 ��

������������
第７回九鱗会熊本県支部

錦錦 鯉鯉 品品 評評 会会
(マイプール方式)

○平成23年11月13日(日)
午前９時30分 (一般観覧)

(審査も９時30分から開始しますが審査中のキャンバス
は観覧できません)

○表 彰 式 午後２時
○ 於 嘉島近隣公園 (鯰)
○表 彰 全体総合優勝 壯魚総合優勝

成魚総合優勝 若鯉総合優勝
幼魚総合優勝 ジャンボ賞１種２種

○品種区分
①紅白 ②大正３色 ③昭和３色
④写りもの ⑤べっ甲・丹頂
⑥浅黄・秋翠 ⑦光りもの全種
⑧金銀鱗１種 ⑨金銀鱗２種
⑩衣・五色 ⑪その他変りもの

○体位区分 15㎝から80㎝まで５㎝毎に15区分
錦鯉の見事な姿をぜひご覧ください｡

大会事務局 熊本市城南町鰐瀬1306 �0964-28-2268
�����������嘉

島
町
の
成
人
式
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

平
成
24
年
１
月
８
日(

日)
午
前
11
時
開
式

○
嘉
島
町
民
体
育
館

○
式
典
及
び
記
念
撮
影

○
町
内
居
住
の
方
及
び
嘉
島
町
出
身
の
方

(

嘉
島
町
に
住
民
票
が
無
い
方
は
、
事
前
に
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い)

嘉
島
町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

�
２
３
７－
０
０
５
８

(

直
通)

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������
������������
������������
������������
������������

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

｢地域若者サポートステーション｣ とは､ 様々な理由で働くことに不安を抱えている方や自信をなく

している方を始めとした概ね15～39歳の若者やご家族の方に対する地域の支援拠点であり､ 県内には３

か所 (熊本市､ 玉名市､ 宇城市) があります｡

ここでは､ ｢自分に合った職業・職種がわからない｣ ｢就職に不安がある｣ など､ 働く意欲を持ちなが

ら行動に踏み出せない若者やご家族からの相談を受けたり､ キャリアカウンセラーや臨床心理士がカウ

ンセリングを通じて一人ひとりの状況にあった支援プログラムを作成します｡

就労でお悩みの方は､ まずはご相談ください｡

□くまもと若者サポートステーション (NPO法人おーさぁ)
対象地域：熊本県全域 (荒尾市､ 玉名市､ 玉名郡､ 山鹿市､ 宇土市､ 宇城市､ 下益城郡､ 八代市､

八代郡､ 天草市､ 上天草市､ 天草郡を除く)

所 在 地：熊本市若葉１丁目35-18まちの駅２階

Tel・Fax：(096)365-0117 E-mail:kumamoto.saposute@mica.dti.ne.jp

｢地域若者サポートステーション｣



����������������������������������
(�282-1110 内線261～264)
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人
権
問
題
の

正
し
い
理
解
の
た
め
に

[その236]

生
き
て
い
け
る
世
の
中
を
目
指
し

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

今
、
こ
の
世
に
生
き
る
全
て
の

人
が
、
充
実
し
て
、
安
心
し
て
、

笑
顔
で
生
活
で
き
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
私
た
ち
の
周
り
に
笑
顔
が

な
く
な
っ
た
り
、
困
っ
て
い
た
り

不
合
理
な
差
別
を
受
け
て
い
た
り

す
る
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
世
に
生
ま
れ
た
私
た
ち
す

べ
て
が
、
人
間
ら
し
く
希
望
を
持
っ

て
生
き
て
い
く
権
利
を
持
っ
て
い

ま
す
。
本
大
会
に
参
加
し
て
特
に

感
じ
た
こ
と
は
将
来
の
あ
る
全
て

の
子
ど
も
た
ち
が
自
己
表
現
を
目

指
し
希
望
を
持
っ
て
生
き
て
い
け

る
世
の
中
は
、
私
た
ち
大
人
の
手

に
よ
っ
て
創
造
す
べ
き
で
す
。

私
た
ち
の
行
動
、
言
動
の
中
で

子
ど
も
た
ち
は
育
っ
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
の
基
本
的
認
識
を
高
め

全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
あ
る
が

ま
ま
に
生
き
て
い
け
る
よ
う
な
町

づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
皆
さ
ん
も
、
将
来
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、
も
う
一

度
、
改
め
て
人
権
に
つ
い
て
考
え

て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 ������������������������������������������������������

直
接
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
コ
ン
タ
ク
ト
機
能
と
い
い

ま
す
が
、
こ
の
機
能
が
複
雑
な
問

題
を
生
み
だ
し
て
い
る
の
で
す
。

○
ネ
ッ
ト
犯
罪
に
繋
が
る
道
具
へ

こ
の
数
年
10
代
の
子
ど
も
た
ち

が
携
帯
電
話
を
使
っ
て
売
春
や
恐

喝
、
詐
欺
な
ど
、
従
来
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
事
件
の
被
害
者
、
加
害

者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
こ

と
が
大
人
の
間
で
正
確
に
認
識
さ

れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ

う
。
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
は
、
子
ど

も
の
意
識
形
成
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。
大
人
は
、
子
ど
も
が

使
う
携
帯
電
話
の
情
報
環
境
に
も
っ

と
関
心
を
寄
せ
る
べ
き
で
す
。

携
帯
電
話
は
持

ち
歩
け
る
公
衆
電

話
と
い
う
よ
り
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
パ
ソ
コ

ン
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
情
報
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
二
つ
の
メ
デ
ィ
ア
機
能

一
つ
は
ダ
イ
レ
ク
ト
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
で
す
。
個
々

人
に
直
接
情
報
を
送
受
信
さ
れ
ま

す
。
ど
こ
で
も
好
き
な
と
き
に
、

ほ
し
い
情
報
を
送
受
信
で
き
、
そ

の
情
報
を
発
信
し
て
い
る
人
と
も

○
思
春
期
の
中
高
生
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

子
ど
も
た
ち
は
好
奇
心
旺
盛
で

す
。
携
帯
電
話
に
入
っ
て
く
る
迷

惑
メ
ー
ル
に
好
奇
心
で
面
白
半
分

に
ア
ク
セ
ス
し
、
後
に
な
っ
て
不

法
、
不
当
請
求
に
悩
ま
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
思

春
期
の
心
身
の
不
安
定
な
中
高
生

に
、
刺
激
的
な
誘
い
文
句
や
画
像

が
突
然
飛
び
込
ん
で
く
る
の
で
す
。

大
人
は
も
っ
と
深
刻
に
考
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
す
。

現
代
っ
子
の
利
溌
性
は
自
由
に

携
帯
で
大
人
の
世
界
に
入
り
こ
む

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
携
帯
電
話
と

は
そ
う
い
う
メ
デ
ィ
ア
で
も
あ
る

こ
と
を
認
識
し
て
お
く
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

������������������������������������������������
知っておきたい������

携
帯
電
話
と

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル

10
月
15
日
か
ら
16
日
に
か
け
て

第
40
回
熊
本
県
人
権
教
育
研
究
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
上
益
城
郡

大
会
と
い
う
こ
と
で
、
郡
内
の
各

町
、
学
校
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て

準
備
が
進
め
ら
れ
、
当
日
を
迎
え

ま
し
た
。

今
回
は
全
体
会
が
益
城
町
総
合

体
育
館
、
分
科
会
が
上
益
城
郡
内

の
各
学
校
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
地
元
テ
ー
マ
は｢

心
を
む
す

ぼ
う

思
い
を
つ
な
ご
う

笑
顔

が

命
が

か
が
や
く
未
来
を

上
益
城
か
ら｣

で
あ
り
、
世
の
中

に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
や
偏
見

な
ど
に
対
し
て
、
決
し
て
許
さ
ず

私
た
ち
の
心
を
つ
な
ぎ
、
思
い
を

共
有
し
合
い
、
私
た
ち
の
大
切
な

命
と
笑
顔
を
み
ん
な
が
輝
か
せ
て

最近､ 御船警察署の警察官の名前を騙り､

｢盗撮グループを捕まえている｡ 犯人が持って

いたビデオテープにお宅の家の中の様子が

写っている｡｣

などと不安をあおり､ 卑わいなことを聞き出そうと

する不審な電話が続発しています｡

このような電話があった場合は､ 相手の質問に応

じる前に､ ｢こちらから連絡します｡｣ と言って､

警察官の係名､ 名前､ 連絡先を聞き､

一旦電話を切り確認をしましょう｡

確認先：御船警察署 (�282-1110)

ポリスインフォーメーション��������
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｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題のののののののののののののののののののののの解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決ををををををををををををををををををををををめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざししししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててて｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣

１【就学前教育】

人間形成の基礎を確立するうえで極めて重要な時期ととらえ､ すべての幼稚園・
保育所において､ 人権を大切にする心を育てる就学前教育に努めています｡
そのために､ 職員自身の豊かな人間性や専門性の確立などをめざし､ 研修の充
実を図っています｡

２【学校教育】

学校教育については人権文化の創造に向けて､ 同和問題を人権問題の重要な柱
としてとらえ､ あらゆる人権問題の解決のために､ 様々な機会を通して児童生徒
の人権意識を培い､ 差別意識の解消に向けた人権教育を推進しています｡
具体的には､ 児童生徒一人ひとりの人権が守られた環境の中で､ その発達段階
に応じながら､ 人権尊重に対する豊かな感性や､ 主体的な意識､ 実践力を持った
児童生徒の育成に努めています｡
そのために､ すべての教職員がそれぞれの職責を自覚した推進体制のもと､ 児
童生徒への愛情や教育への使命感を抱きながら､ 指導者としての資質や実践的指
導力の向上に努めています｡
また､ 学校が地域に開かれた人権教育・啓発の推進拠点として､ その役割が発
揮されるよう､ 学校と家庭・地域との間で､ 緊密な連携を図っています｡

３【社会教育】

県民一人ひとりが自発的学習意思に基づき学習ができるよう､ 社会教育施設を
中心とした人権に関する学習環境の整備・充実を図っています｡
そして､ 単に人権問題を知識として学ぶだけではなく､ 互いの人権を尊重する
態度や行動を培うことのできる人権感覚が身につくような学習に努めています｡
また､ 家庭教育はすべての教育の出発点という重要な役割を担っており､ 情報
の提供や相談機関の整備などにより､ 家庭教育を支援しています｡

熊本県人権啓発資料より

学校や幼稚園・保育所などでは､ どのよ
うに取り組まれているのですか

特設人権相談所を開設します
○相談日時：12月８日 (木) 午前10時～午後３時
○場 所：嘉島町福祉センター１階
○相 談 員：人権擁護委員 服部 秀月 氏

人権擁護委員 福本 美敏 氏
人権擁護委員 飯田 鋭之 氏

☆人権擁護委員とは：地域の住民で人格識見が高く､ 広く社会の実情に通じ､ 人権擁護につい
て理解のある人を市町村長が推薦し､ 法務大臣から嘱託された方々です｡

○相談内容：家庭内の問題､ 隣近所とのもめごと､ 相談､ 遺言の問題､ 金銭問題､ 人権問題､ そ
の他いろいろな悩みごとや相談ごと

○お問い合わせ先：嘉島町役場町民課戸籍係 �096-237-2574 (直通)
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★幼光保育園にて園庭開放があります！

◇日時：11月17日 (木) 10：00から11：30まで

◇場所：幼光保育園 本園舎及び第２園舎

参加を希望される方は､ 前日までに保育園へ予約をし､ 当日は必ず保護者同伴で利用してく

ださい｡

なお､ 万が一事故等が発生した場合､ すべて保護者の責任となりますので､ 十分注意して参

加してください｡

詳しくは幼光保育園までお電話下さい｡ (���� -����)
★和太鼓をたたいてみよう！

和太鼓に興味がある方

和太鼓を叩いてみたい方集まれ�
◇日時：11月26日 (土) 10：00から11：30まで

◇場所：嘉島町民体育館Ｃコート

誰でも参加できますので､ 参加を希望される方は､ 当日､ 直接体育館に集合して下さい｡

なお､ 万が一事故等が発生した場合､ 参加者の責任となりますので､ 十分注意して参加して

下さい｡

詳しくは子育てひろば ｢あいあい｣ までお電話下さい｡ (���� -����)
★その他子育てに関するお問い合わせは

町民課福祉係 (����-����)
《重要なお知らせ》
平成24年度認可保育所の入所申込みの詳細を来月号 (12月号) に掲載します｡
平成24年度の入所 (５月以降の途中入所なども含む｡) を考えられている方は､ 必ずご確認
下さい!!

概ね60歳以上の方に､ ご本人の希望に応じたお仕事をご紹介しています｡ あなたのキャリア
を活かして下さい｡ 求職申し込み､ 紹介､ 相談､ 全て一切無料です｡

★場 所…上益城地域振興局１階福祉課内 (御船町辺田見396-1)
★相談日…毎週 月､ 水､ 金曜日 10時～16時｡ 但し､ 祝祭日はありません｡
★担 当…賀部 (かべ)
★ � …���-���-����熊本県高齢者無料職業相談所

����������������������������������������������������������������������������������������������������
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嘉島町食生活改善推進員協議会

｢くまもと食で育む命･絆･夢プラン｣に沿って��������������
����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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知知っってて得得すするる
農業者年金

一人ひとりの農業者を応援する農業者年金に加入しましょう！

女性農業者の
皆さんご存じですか？

国の政策年金である農業者年金制度には､ 農業の担い手の育成・支援のために､ 一定の要件を満た
している方に対する月額最高１万円の保険料の国庫補助の仕組みがあります｡
補助額に見合う年金は特例付加年金として､ 将来､ 農業の経営継承 (農地等の権利移転・設定等)

を行った後､ 原則65歳から受給できますが､ 経営継承する時期に年齢制限はなく､ 受給時期を繰り下
げることもできます｡
保険料の補助は要件を満たしていれば一つの経営で何人でも受けられます｡ 女性農業者も家族経営

協定を締結して経営に参画し､ 下表の区分３の適用を受けて､ 多くの方が保険料の補助を受けていま
す (区分３の方の経営継承は､ 家族経営協定の経営参画条項を変更し､ 農業経営から引退すれば良い
ことになっています｡)｡

Ａ: 農業の担い手は保険料の国庫補助が受けられます！

Ｑ:農業の担い手には何か
特別な支援がありますか？

No.�
農業者年金には､①国民年金の第１号被保険者で､②年間60日以上農業に従事する､③60歳未満の方ならどなたでも加入できます｡

独立行政法人

農業者年金基金
〒105-8010 東京都港区西新橋１-６-21 NBF虎ノ門ビル５Ｆ
電話：��(����)���� FAX：��(����)����

h t t p : / / w w w . n o u n e n . g o . j p /

●農業者年金に関するご相談については､ 最寄りのＪＡか農業委員会または農業者年金基金にお問い合わせください｡

保保保険険険料料料ののの補補補助助助対対対象象象者者者ととと国国国庫庫庫補補補助助助額額額

(注) １. 保険料の国庫補助を受けるためには､ このほか､ ①60歳までに保険料納付期間が20年
以上見込まれること､ ②農業所得が900万円以下であることが必要です｡

２. 保険料の国庫補助を受けている期間の保険料は２万円で固定され､ 加入者は２万円か
ら国庫補助額を差し引いた金額を負担します｡

区分 必 要 な 要 件
国庫補助額

35歳未満 35歳以上

１ 認定農業者で青色申告者 10,000円
(５割)

6,000円
(３割)

２ 認定就農者で青色申告者 10,000円
(５割)

6,000円
(３割)

３ 区分１または２の者と家族経営協定を締結し､
経営に参画している配偶者または後継者

10,000円
(５割)

6,000円
(３割)

４
認定農業者または青色申請者のいずれか一方を
満たす者で､ ３年以内に両方を満たすことを約
束した者

6,000円
(３割)

4,000円
(２割)

５ 35歳まで (25歳未満の場合は10年以内) に区分
の１の者となることを約束した後継者

6,000円
(３割) ―

保険料の国庫補助期間は､
①35歳よりも前のすべて
の期間
②35歳以降の10年以内の
期間
①と②を通算して20年以
内です｡

補補補助助助額額額ののの合合合計計計額額額ははは
最最最高高高ででで222111666万万万円円円！！！

'11 ��
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平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら
生
食

用
の
牛
肉

(

内
臓
を
除
く)

に
つ

い
て
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
規
格

基
準
お
よ
び
表
示
基
準
が
定
め
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
基
準
に
適

合
し
な
い
場
合
は
、
生
食
用
食
肉

の
加
工
、
調
理
、
店
舗
な
ど
で
の

提
供
、
販
売
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
規
格
基
準
、
表
示
基
準
に
違
反

し
た
場
合
、
食
品
衛
生
法
に
基
づ

き
、
行
政
処
分
及
び
罰
則
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

【
厚
生
労
働
省
が
設
定
し
た
規
格

基
準
】

{

加
工
・
調
理
す
る
場
合
の
規
格

基
準

(

概
要)}

①
腸
内
細
菌
科
菌
群
が
陰
性
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

②
加
工
お
よ
び
調
理
は
、
生
食
用

食
肉
に
専
用
の
設
備
を
備
え
た
衛

生
的
な
場
所
で
行
う

③
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
の
リ
ス
ク

な
ど
の
知
識
を
持
つ
者
が
加
工
お

よ
び
調
理
を
行
う

④
加
工
に
使
用
す
る
肉
塊
は
、
枝

肉
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
後
、
速
や

か
に
加
熱
殺
菌
を
行
う

※
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

町
で
は
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。ご

家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と

し
て
適
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

水
質
検
査
を
さ
れ
る
方
は
、
役

場
の
建
設
課
環
境
係
に
電
話
を
し

て
く
だ
さ
い
。

水
質
検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪

問
し
て
採
水
し
、
そ
の
結
果
が
後

日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

検
査
費
用
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
検
査
費
用

10
項
目

２,

０
０
０
円
程
度

※
項
目
数
等
に
よ
り
費
用
額
が

異
な
り
ま
す

○
後
日
、
町
補
助
金
を
交
付

検
査
費
用
の
２
分
の
１

(

百
円
未
満
切
捨
て)

お
問
い
合
わ
せ
は

�
２
３
７
―
２
６
１
９

(

直
通)

建
設
課
環
境
係
ま
で

建
設
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

生
食
用
の
牛
肉
を
取
り
扱
う

事
業
者
の
皆
様
へ

ム
ペ
ー
ジ
へ

【
消
費
者
庁
が
設
定
し
た
表
示
基

準
】

{

飲
食
店
な
ど
店
舗
で
、
容
器
包

装
に
い
れ
ず
に
提
供
・
販
売
す
る

場
合
の
表
示
基
準}

店
頭
、
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
店
舗
の

見
や
す
い
場
所
に
、
左
記
２
点
を

表
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
一
般
的
に
食
肉
の
生
食
は
食
中

毒
の
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と

②
子
供
、
高
齢
者
、
食
中
毒
に
対

す
る
抵
抗
力
の
弱
い
人
は
食
肉
の

生
食
を
控
え
る
こ
と

{

容
器
包
装
に
入
れ
て
販
売
す
る

場
合
の
表
示
基
準}

前
記
に
加
え
、
容
器
包
装
の
見

や
す
い
場
所
に
下
記
３
点
を
記
載

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
生
食
用
で
あ
る
こ
と

④
と
さ
つ
、
ま
た
は
解
体
が
行
わ

れ
た
、
と
畜
場
の
所
在
地
の
都
道

府
県
名

(

輸
入
品
の
場
合
は
原
産

国
名)

、
と
畜
場
の
名
称

(

及
び
、

と
畜
場
で
あ
る
旨)

⑤
生
食
用
食
肉
の
加
工
基
準
に
適

合
す
る
方
法
で
加
工
が
行
わ
れ
た

施
設
の
所
在
地
の
都
道
府
県
名

(

輸
入
品
の
場
合
は
原
産
国
名)

、

加
工
施
設
の
名
称

(

及
び
加
工
施

設
で
あ
る
旨)

※
詳
し
く
は
、
消
費
者
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ

子
ど
も
、
高
齢
者
な
ど
の
抵
抗

力
の
弱
い
人
に
は
、
規
格
基
準
に

合
う
生
食
用
食
肉
で
あ
っ
て
も
、

食
べ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。飲

料
水
の

水
質
検
査
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

期
に
よ
っ
て
図
鑑
の
写
真
や
絵
と

色
や
形
が
異
な
る
場
合
が
多
く
あ

り
ま
す
。

食
用
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て

安
易
に
判
断
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業

補
助
金
に
つ
い
て

キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

〜
素
人
判
断
は
危
険
で
す
〜

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
し
尿
だ

け
で
な
く
台
所
、
風
呂
、
洗
濯
な

ど
の
生
活
雑
排
水
を
併
せ
て
処
理

し
放
流
し
ま
す
の
で
、
水
質
の
保

全
、
ま
た
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
に

よ
り
生
活
環
境
の
向
上
に
役
だ
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
町
で
は
、

下
水
道
事
業
認
可
区
域
外
の
水
質

汚
濁
防
止
を
図
る
為
、
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
者
に
予
算
の
範
囲

内
に
お
い
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

(

対
象
区
域)

・
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
外

※
家
屋
の
新
築
・
ト
イ
レ
の
改
造

な
ど
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
早

め
に
役
場
建
設
課
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

(

補
助
金
額)

５
人
槽

三
三
二
、
〇
〇
〇
円

７
人
槽

四
一
四
、
〇
〇
〇
円

10
人
槽

五
四
八
、
〇
〇
〇
円

毎
年
、
秋
に
な
る
と
全
国
的
に

キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
が
多
数
発

生
し
て
い
ま
す
。

・
確
実
に

｢

食
用
で
あ
る｣

と
鑑

定
さ
れ
た
キ
ノ
コ
以
外
は
絶
対
に

食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
キ
ノ
コ
は
発
生
場
所
や
発
生
時

11月の納税 12月の納税
国民健康保険税

後期高齢者医療保険料 ⑦期

介護保険料

口座振替日 平成23年11月30日(水)

……

固定資産税 ④期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 ⑧期
介護保険料
口座振替日 平成23年12月26日(月)

……………………

……

※取扱金融機関…上益城農協､ 肥後銀行､ 郵便局､ 熊本ファミリー銀行､ 九州労働金庫､ 熊本第一信
用金庫の各店舗

※領収は通帳によりご確認下さい｡ “納税であなたが築く豊かな郷土”

��������
'11 ��
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がん検診推進事業 (大腸がん)について

'11 ��

平成23年度から ｢がん検診推進事業｣ の対象項目が拡充され､ 新たに大腸がん検診が追加されま

した｡

本町でも､ ���������������������������������です｡
対象となる皆様におかれましては内容をよくご確認のうえ､ この機会にぜひ検診を受診されます

ようお知らせします｡

なお､ �������������となります｡
※がん検診推進事業とは
この事業は､ 嘉島町が実施するがん検診において､ 事業対象となった方に対して､ 検診手帳及び

検診費用が無料となるがん検診無料クーポン券等を送付し､ がん検診の受診機会を提供し､ 受診促

進を図るとともにがんの早期発見と正しい健康意識の普及啓発を図り､ 健康の保持・増進を図るこ

とを目的とした国の補助事業です｡ 現在子宮頚がん､ 乳がん及び大腸がん検診がこの事業の対象が

ん検診となっています｡

【がん検診推進事業 (大腸がん) の対象となる方】
平成23年４月20日現在で嘉島町に住民票を有している以下の方です｡

(年齢は平成23年４月１日現在での年齢)

大腸がん検診対象者

町民課保健係 �237-2574 (直)
年 齢 生年月日 (年齢基準日：平成23年４月１日現在)

40歳 昭和45 (1970) 年４月２日～昭和46 (1971) 年４月１日

45歳 昭和40 (1965) 年４月２日～昭和41 (1966) 年４月１日

50歳 昭和35 (1960) 年４月２日～昭和36 (1961) 年４月１日

55歳 昭和30 (1955) 年４月２日～昭和31 (1956) 年４月１日

60歳 昭和25 (1950) 年４月２日～昭和26 (1951) 年４月１日� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��平成23年11月27日(日) 午後１時～午後４時�� ������������������ ����� ����� �������������������������������� ���� ����������������������������������������������������� ������������������������������ �����������������������
����������������������������������������������������������
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平成24年度から
地籍調査が始まります｡

“地籍調査とはなんですか”
地籍調査とは､ 土地の戸籍というべきもので､ 法律に基づき一筆ごとの土地の所有者､ 地番､ 地

目､ 境界､ 面積を正確に調査し､ 測量するものです｡

現在登記所に備え付けられている地図の約半数については､ いまだに明治時代の地租改正時に作

られた地図 (公図) などを基にしたもので､ 現状と必ずしも一致するものではありません｡ 土地の

境界が不明確であると､ 住民間や官民間において境界紛争等様々なトラブルが発生しがちです｡ 地

籍調査の実施は､ このようなトラブルを未然に防ぐことにつながります｡

この調査の結果は､ 登記簿などに反映されるほか､ 税務､ 公共事業の実施､ まちづくりに活用さ

れます｡ ｢地籍調査｣ を進め､ 土地に関しての基礎となる正確な情報を把握することは､ 土地問題

の解決を図り､ その後の土地取引の円滑化や行政の効率化に役立つことが期待されます｡

地籍調査に要する費用は､ 国､ 県の補助があり町の負担も少なく､ 土地の所有者の方々には､ 費

用の負担はありません｡

地籍調査が始まると､ 土地所有者の方や住民の方々に､ 一筆地調査の立会いのために､ 現地に出

向いてもらい境界等の確認をして頂きますので､ この地籍調査事業の趣旨をご理解頂き､ ご協力を

よろしくお願い致します｡

【お問い合わせ先】

嘉島町役場 農政課 地籍調査係�237－1111
内線 (320)

ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドクククククククククククククククククククタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘリリリリリリリリリリリリリリリリリリリががががががががががががががががががが運運運運運運運運運運運運運運運運運運運航航航航航航航航航航航航航航航航航航航ををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開始始始始始始始始始始始始始始始始始始始しししししししししししししししししししままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすす！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
熊本県では､ 救急医療体制の強化策として､ 今年12月下旬にドクターヘリ (基地病院：熊本

赤十字病院) の運航開始を予定しており､ 現在､ 救急搬送を担っている県防災消防ヘリ ｢ひば

り｣ と連携し､ ２機で救急医療活動を行う体制をつくります｡

(知っていただきたいこと)

・一般の方がヘリを呼ぶことはできません｡ 119番で連絡を受けた消防機関が､ 患者のけがや

病気の状況などから､ ヘリで運ぶ必要があると判断した場合に呼ぶことになります｡

・ヘリでの移動にかかった費用を支払う必要はありませんが､ 出動した医師などが行う治療に

要する費用は支払が必要になります｡

・ヘリが飛来した際には､ 危険ですので､ 近寄らず､ 消防機関の指示に従ってください｡

■問い合わせ先／ (ドクターヘリ) 熊本赤十字病院建築推進室 �096-384-2111
(ヘリ救急搬送体制) 熊本県医療政策課 �096-333-2246

��������������������������������������������������������

'11 ��
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■調査の方法

ジョブカフェは､ 若者の就職をサポートするために､ 県が設置した就職支援センターです｡ ｢仕事を探している
けど､ なかなか見つからない｣ など､ 就職に関するご相談について､ ぜひご活用ください｡

利用できる方
◎おおむね35歳未満の方または保護者の方
◎学校の進路指導担当の先生方

お手伝いの内容
◎就職に関する相談◎就業適正診断◎求人に対する情報提供◎出前相談

■問合せ先 ジョブカフェ上益城ブランチ �282-1013
��������������������������������������������������������

①住民への説明会
調査に先立って､ 住民への

説明会を実施します｡

②一筆地調査
土地所有者等の立会により､

境界等の確認をします｡

③地籍測量
地球上の座標値と結びつけ
た､ 一筆ごとの正確な測量を
行います｡

④地積測定・地籍図等
作成
各筆の筆界点をもとに､ 正
確な地図を作り､ 面積を測定
します｡

⑤成果の閲覧・確認
地籍簿と地籍図の案を閲覧

にかけ､ 誤り等を訂正する機
会を設けます｡

⑥登記所への送付
登記所では､ 登記簿が書き

改められ､ 地籍図が備え付け
られます｡

'11 ��
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最低賃金ワン・ストップ無料相談のご案内
最低賃金の引上げに対応した賃金の引上げに取り組む中小企業の支援として､ 経営面と労働面の相談

をワンストップで対応できる無料相談窓口を設置しました｡ (熊本･八代･玉名･天草･菊池の県内５ヵ所)

ご存知ですか？ 中小企業を応援する業務改善助成金
中小事業主が､ 事業所内で最も低い時間給を４年以内に800円以上に引き上げる計画を策定し､ 毎年

40円以上の賃上げを実施する場合に､ 要した費用の１/２を助成します｡ (上限100万円､ 下限５万円)
詳しいお問い合わせは､ 熊本労働局労働基準部賃金室 (�355-3202) 又は最寄りの労働基準監督署に

お尋ねください｡

～労働者と事業主とのトラブル解決は､
熊本県労働委員会の ｢あっせん｣ をご利用ください～

熊本県労働委員会では､ 賃金カットや解雇など労働者と事業主との間に起きたトラブルの解決をお手

伝いします｡

｢話し合いに応じてもらえない｣ ｢なるべく早く解決したい｣ そんな悩みをお持ちの方は､ 是非ご利

用ください｡ 手続は簡単で､ 秘密は厳守され､ 費用は一切かかりません｡

■問い合わせ先 熊本県労働委員会事務局 �333-2753
一一一一一一一一一一一一一一定定定定定定定定定定定定定定面面面面面面面面面面面面面面積積積積積積積積積積積積積積以以以以以以以以以以以以以以上上上上上上上上上上上上上上のののののののののののののの土土土土土土土土土土土土土土地地地地地地地地地地地地地地取取取取取取取取取取取取取取引引引引引引引引引引引引引引ににににににににににににににはははははははははははははは､､､､､､､､､､､､､､ 届届届届届届届届届届届届届届出出出出出出出出出出出出出出がががががががががががががが必必必必必必必必必必必必必必要要要要要要要要要要要要要要でででででででででででででですすすすすすすすすすすすすす

一定面積以上の土地を売買等したときは､ 契約後に権利取得者 (買主) が届出をする
必要があります｡
○届出の必要な取引
売買､ 交換､ 売買予約､ 譲渡担保､ 代物弁済等

○届出の必要な土地の面積

○届出期限
・契約 (予約を含む｡) 締結日から２週間以内 (締結日を含みます｡)

○届出窓口
・土地の所在する市町村の国土利用計画法担当課

お問い合わせ先 ・嘉島町企画情報課 ����－����
・熊本県企画振興部地域・文化振興局地域振興課 ����－����

土地基本法では､ 土地についての４つの ｢基本理念｣ を定めています｡
１ 公共の福祉が優先します
２ 計画に従った適正な利用が大切です
３ 投機的な土地取引はいけません
４ 利益に応じた適切な負担が求められます
土地の有効利用を住民みんなで考えましょう｡

嘉島町は全域が
都市計画区域です｡

区 域 届出対象面積

都市計画区域
市 街 化 区 域 2,000㎡以上

上記以外の区域 5,000㎡以上

都市計画区域外 10,000㎡以上

���
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いま､ どのような事でお困りなのか､あなたの話をお聞かせ下さい｡

例えば､ ｢こんなこと相談して､ いいのだろうか｣ ｢相談して､ うまくいくのだろうか｣

｢誰にも知られずに相談できるのだろうか｣

…このような事で､ 相談を迷っていませんか｡

解決に向けて､ 一緒に考えていきましょう｡

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

多重債務相談窓口
相 談 日：月曜日～金曜日

(年末年始及び祝祭日を除く)

相 談 時 間：９時～12時・13時～17時
(原則として)

☆ひとりで悩まず､ ご相談下さい｡

地域や学校で開催される学習会・講演会へ消費者教育を行う金融広報アドバイザー (講師)
を派遣しています｡ 悪質商法・生活設計・年金等のテーマ､ 開催場所､ 時間について､ 御要望
を御連絡ください｡ なお､ 金融広報アドバイザーへの謝礼､ 交通費は不要です｡ 【テーマ例：
｢携帯電話のトラブル｣､ ｢多重債務にならないために｣､ ｢高齢者をめぐる悪質商法｣ 】

お問い合わせ先：熊本県金融広報委員会 (消費生活課内) �383-2323金融広報アドバイザー(講師)を派遣します!!

機 関 名 住 所 電話番号 (相談専用)

九州財務局 熊本市春日２丁目10番１号
(合同庁舎内) 096-351-0150

相談無料

秘密厳守

借金の返済などで

お困りの方は､ご相談下さい

消費者金融・
クレジットなどの
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源泉徴収される方

年 齢
65歳未満 年金額が108万円以上の方

65歳以上 年金額が158万円以上の方

老齢や退職を支給事由とする年金は､ 雑所得として所得税の課税対象とされており､ (障害年金・遺

族年金は課税されません) 年金額が一定額以上の場合､ 各支払月に支払われる額から所得税が源泉徴収

されます｡

配偶者控除や扶養控除等の各種控除を受けるためには､ 日本年金機構から毎年11月上旬までに送付さ

れる､ ｢扶養親族等申告書｣ で申告が必要で､ 12月１日の提出期限までに必ず提出してください｡

※源泉徴収の対象者とならない方には､ 送付されません｡

この ｢扶養親族等申告書｣ の提出を忘れると､ 各種控除が受けられず､ 所得税の源泉徴収額が多くな

る場合がありますのでご注意ください｡

町民課保健係

年金受給者のみなさまへ
『扶養親族等申告書』 は期限までに提出しましょう！

問い合わせは ｢ねんきんダイヤル｣ 0570-05-1165へ！

講習内容 パソコン操作の基本から｡ エクセル３級の検定試験実施
受講資格 受講終了後すぐに仕事に就きたい人等
定 員 20人｡ 選考にて決定
受付日時・場所 12月７日 (水)､ ８日 (木) 午後１時～４時

くまもと県民交流館パレア会議室３
講習期間 Ｈ24. １月13日～２月10日 月～金 午前10時～午後４時
費 用 受講料無料｡ 教材費､ 検定料は自己負担
お問い合わせ パレアしごと相談・支援センター (電話096-355-4309)
※詳細はお問い合わせください｡

パソコン技術講習会受講者募集���������������������������������������������������������������������������������
●内 容

①国の財布はどうなっているの？ (財政の現状と課題)
②金融経済教育 (多重債務・振り込めサギ問題､ 金融取引の基礎的知識など)
③景気はどうなっているの？ (経済の現状と見通し)
④国有財産はどのように活かされているの？ (国有財産の利用状況等)
※その他の内容についてもご相談に応じます｡

●開催日 原則､ 平日 (９時～17時) 実施｡
～これ以外でもご相談に応じます～

●費 用 無料 (講演料､ 交通費等の費用は一切不要です)
●お問い合わせ先 九州財務局 財務広報相談官 �363-6351

�����������������������������������������������������������
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[発行者] 御船警察署・御船地区防犯協会連合会
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紙資源のリサイクルにご協力を！
NTT西日本では､ 地球温暖化防止 (ＣＯ２排出量削減) の取組みの一環として､ 環境に配慮
した電話帳配達・回収 (12月中予定) を行っております｡
つきましては､ ご不要となりました古い電話帳につきましては､ 大変お手数をお掛けいたし
ますが､ お客様にて資源回収等へお出し頂き処分するか､ タウンページセンター ([無料] 012
0-506-309受付時間／月～金午前９時～午後５時､ 定休日／土・日・祝日､ 年末年始 [12月29日
～１月３日]) までご連絡頂ければ､ 無料で回収に伺います｡�����������������������������������������������������������
１ 開催日時 平成23年11月12日 (土) 午前９時から午後４時まで

同月13日 (日) 午前９時から午後３時まで
２ 開催場所 熊本刑務所 熊本市渡鹿７丁目12番１号
３ 趣 旨

法務省が主唱する ｢社会を明るくする運動｣ の一環として､ 刑事施設及び少年施設
の作業状況及び教育活動を広報するとともに､ 刑務作業の成果である刑務所作業製品
を展示販売し､ 矯正行政に対する理解と協力を求めることを目的とします｡
４ 主な内容 (予定)
(１) 刑務所内見学
(２) 矯正広報パネルの展示
ア 新法関係パネルの展示
イ 職業訓練パネルの展示
ウ 教育､ 教誨､ クラブ活動のパネルの展示
エ 被収容者の食事パネルの展示
オ 人吉農芸学院､ 熊本少年鑑別所の広報パネルの展示

(３) 上映会開催 (矯正関係)
(４) 受刑者の衣類､ 日用品の展示
(５) 人吉農芸学院生徒の作品等の展示

人吉農芸学院生徒の絵画､ 職業補導製品の野菜の販売
(６) 性格診断

コンピューター性格診断及び教育相談を行う｡
(７) 刑務所作業製品の販売

全国の刑務所で受刑者が製作した製品を展示販売する｡
５ バザー
(１) 熊本県更生保護女性連盟
(２) 熊本県ＢＢＳ連盟 他
６ アトラクション予定
(１) 起震車体験 (12日のみ｡ 豪雨時中止) 他現在計画中
７ 主 催 熊本刑務所､ 熊本少年鑑別所
８ 共 催 財団法人矯正協会､ 刑務作業協力事業部
９ お問い合わせ先 熊本刑務所 処遇部企画部門 (作業)

作業統括 岩 田 晴 夫
倉庫主任 川 端 実� 096-362-3513

FAX 096-362-3519

���������������



御船町で登記事項証明書の交付が受けられます
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熊本地方法務局は､ この度､ 御船町が所有する旧熊本地方法務局御船支局の建物内にタッチパネ
ル式の登記事項証明書発行請求機を設置し､ その場所で全国の土地・建物や会社・法人の登記事項
証明書及び会社・法人の代表者の印鑑証明書が取得できるようになります｡

運用開始日 平成23年11月９日 (水)
設置場所 旧熊本地方法務局御船支局 (１階)

上益城郡御船町御船847-3
取扱時間 平日午前９時から正午まで

午後１時から４時30分まで
※ (正午から午後１時までは利用できません｡)

取り扱う証明書
全国の土地・建物の登記事項証明書
全国の会社・法人の登記事項証明書
全国の会社・法人の代表者事項証明書
全国の会社・法人の印鑑証明書
(ただし､ コンピュータ化されている土地・建物及び会社等に限ります｡)

※印鑑証明書の請求には印鑑カードと代表者の生年月日の入力が必要です｡
※必要な土地・建物の地番もしくは家屋番号を事前に権利証などでご確認ください｡
※要約書及び地図・図面等の交付は行っておりません｡

手 数 料 各種登記事項証明書 １通 700円 (50枚まで)
印鑑証明書 １通 500円
※手数料は収入印紙で納めて頂くことになりますが､ 同じ場所で収入印紙の売り捌き
を行っております｡

問 合 先 熊本地方法務局総務課� 096-364-2145 (代表)������
宇城看護高等専修学校

募集人員 30名
応募資格 中学卒以上､ 平成24年３月中学・高校卒業見込みの者､ 男女・年齢不問
修業年限 ２ヵ年
出願書類 入学願書・調査書 (最終卒業学校所定のもの)

受験料 (15,000円を同時納入)
願書受付 平成23年12月１日～平成23年12月28日
試験日時 平成24年１月７日 (土)

受 付 ９時30分
試 験 10時～16時 (面接時間も含む)
試験場 下益城郡医師会館２階大ホール

試験科目 ①筆記試験 国語・数学 (中学卒程度)
②面 接

合格発表 平成24年１月13日 (金)
☆詳細は､ 宇城看護高等専修学校にお尋ね下さい｡� (0964) 33-7474
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～児童扶養手当制度・ひとり親家庭等医療費助成制度～

離婚や死亡等の理由により､ ひとり親家庭 (母子家庭・父子家庭・父母のいない児童) に対して児

童扶養手当が支給される制度や医療費の一部を助成する制度があります｡ なお､ 所得制限等ご家庭の

状況により助成が受けられない場合もあります｡

該当の方は申請していただく必要があります｡ まずはお気軽にご相談ください｡

母子家庭無料相談会を開きます
母子家庭のお母さんで､ お子さんの事､ 就職支援､ 養育費確保､ DVや母子寡婦福祉資金の

貸付相談 (奨学金) などでお悩みの方､ 相談してみませんか？専門の知識をもった相談員が対

応します｡ お気軽にご相談ください｡

記

○日時：12月６日 (火) ９時30分～11時30分まで

○場所：役場１階小会議室

郡の母子相談員及び担当職員が対応します｡

予約があれば子ども相談員等も対応可能です｡

秘密は厳守します｡

(お問い合わせ・ご相談・ご予約は)

町民課福祉係まで TEL 096-237-2576

'11 ��
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平成23年度

危険物取扱者及び消防設備士試験について

消防法 (昭和23年法律第186号) 第13条の３及び第17条の８の規定に基づき平成23年度第３回試
験が次の日程で実施されます｡

記
１ 試験日及び受付期間等

備考：電子申請については､ 消防試験研究センターのホームページ又は消防試験研究センター熊本県支
部へ問い合わせください｡

２ 願書の配置
試験願書は､ 消防試験研究センター熊本県支部又は熊本市消防局・県内各消防本部・消防署に
配置します｡

３ 願書提出先 (書面申請) 及び問い合せ先
(財) 消防試験研究センター熊本県支部

熊本市九品寺１丁目11－４ 県教育会館４階�：(096) 364－5005

試験種類及び期日 願書 (書面) 受付期間 会場地

危
険
物
取
扱
者

期日：平成24年２月19日 (日)

平成24年１月４日 (水)
～13日 (金)

熊本市
・甲種
・乙種第１類～第６類
・丙種

消
防
設
備
士

期日：平成24年３月４日 (日)

平成23年12月19日 (月)
～

平成24年１月５日 (木)
熊本市・甲種第１類～第５類

・乙種第１類～第７類

����������������������������������������������
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現在実施しているポリオ予防接種は､ 生ワクチンを使用しています｡ テレビ等で報道

されている不活化ポリオワクチンの導入は､ 早くても､ 2012 (平成24) 年度の終わり頃

の予定です｡ 不活化ポリオワクチンは､ 今年末頃から順次､ 国内導入のための申請 (薬

事承認申請) が､ 開発企業によって行われる予定です｡ 国内導入は､ 早くても､ 2012

(平成24) 年度の終わり頃になる予定です｡

不活化ポリオワクチンの導入までポリオワクチンの接種を待つことは､ おすすめできません

◆ポリオの流行のない社会を保つためには､ ワクチンの接種が必要です｡

◆不活化ポリオワクチンを導入するまで､ ポリオワクチンを接種せずに様子をみる人が増えると､

免疫をもたない人が増え､ 国内でポリオの流行が起こってしまう危険性があります｡

生ポリオワクチンの接種を受けた後は､ 手洗いなどに気をつけましょう

◆生ポリオワクチンを接種してから１か月程度は､ ウイルスが便の中に出ています｡

○特に初回接種の後１～２週間目に､ 便中のウイルス量が最大になるという報告もあります｡

◆この期間､ おむつ交換の後などには十分に手を洗うなどして､ 便の中のウイルスが他の人の口に

入らないように気をつけ､ 感染の危険性を少しでも小さくしましょう｡

◆また､ 生ポリオワクチンの２次感染を防ぐには､ 地域内のすべての乳児が一斉に接種を受けるの

が､ 最も安全性の高い方法です｡

※ポリオワクチンに関する情報は､ 厚生労働省ホームページでご案内しています｡

���������������������������������
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今日は､ 中学校の文芸発表会でした｡
今年のテーマは 『希望』 でした｡ 生徒等によるたくさん
の出し物がありました｡ 最初に､ 吹奏楽部が演奏しました｡
私は､ 生徒版 『パイレーツ・オブ・カリビアン』 を本当に
楽しみました｡ 次に､ 上益城英語暗唱大会に出場している
生徒が､ 学校のために暗唱を行いました｡ 私は､ 彼らは上
手くやるなと思いました｡
１年生は嘉島町についてクイズ番組をしました｡ 私は､
いくつか面白い事を学びました｡ ３年生は私を大いに考え
させる２つの学級劇を公演しました｡ とても楽しい脚本で､
彼らがとても一生懸命にがんばったので劇がうまくいき､

私はとても嬉しかったです｡ ２年生は､ 嘉島町での職場体
験の経験を示した展示発表を行いました｡ それはおかしく
て､ 有益でした！
最後に､ 一部の生徒は､ 東北での災害について話しまし

た｡ これは文芸発表会の深刻な瞬間でした､ そして､ 私は､
皆にとって､ 彼ら自身の希望や夢のみならず､ 恐ろしい災
害の犠牲者のために祈り希望を持つこともまた､ 考える事
ができ良かったと思います｡
全般的に見て､ 面白くてじっくり考えさせられる１日で

した｡

��������������������������������� ������
希 望

嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉島島島島島島島島島島島島島東東東東東東東東東東東東東フフフフフフフフフフフフファァァァァァァァァァァァァイイイイイイイイイイイイイタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーズズズズズズズズズズズズズ６６６６６６６６６６６６６年年年年年年年年年年年年年ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶりりりりりりりりりりりりりににににににににににににに王王王王王王王王王王王王王座座座座座座座座座座座座座奪奪奪奪奪奪奪奪奪奪奪奪奪還還還還還還還還還還還還還!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
９月24日､ 25日の２日間に亘って､ 第36回嘉島町ダイヤモンド杯争奪少年野球大会が嘉島中学校グラウ

ンドと町営グラウンドを会場として行われました｡ 大会は､ 24日に４リーグに分かれての予選リーグ､ 25
日には予選リーグを勝ち上がった４チームで準決勝､ 決勝が行われました｡ みごと予選リーグを勝ち抜い
た嘉島東ファイターズと嘉島西少年野球クラブが準決勝にコマを進めましたが､ 乙女クラブを破って勢い
にのる嘉島東ファイターズが決勝でも西原村学童野球クラブとの乱打戦を制し､ ６年ぶりに優勝旗を手に
しました｡
部員不足に悩む同チームですが､ この優勝を機に部員の増員と益々の活躍が期待されます｡
頑張れ！嘉島町の少年野球団!!
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公民館講座
書道作品から

大野 ツチエさん
(64歳)

(上島)
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興
福
寺
断
碑

(

王
義
之)

短 歌

滝
河
原
婦
人
会
で
は
、
中
秋
の

名
月
の
前
夜
に
当
る
９
月
11
日
、

滝
河
原
公
民
館
で
落
成
記
念
と
銘

打
っ
た
月
見
の
宴
を
開
き
ま
し
た
。

公
民
館
落
成
記
念
、
婦
人
会
活

動
の
一
環
、
東
北
大
震
災
を
教
訓

に
し
た
炊
き
出
し
訓
練
と
、
宴
の

中
身
も
い
っ
ぱ
い
、
お
に
ぎ
り
、

だ
ん
ご
汁
を
メ
イ
ン
に
婦
人
会
総

出
で
準
備
、
婦
人
会
員
を
メ
イ
ン

に
区
長
さ
ん
、
老
人
会
長
さ
ん
、

民
生
委
員
さ
ん
、
体
育
委
員
さ
ん

の
お
客
様
を
交
え
て
総
員
40
名
。

炊
き
出
し
等
、
婦
人
会
活
動
の

重
要
さ
を
体
で
感
じ
る
と
と
も
に

晴
れ
た
夜
空
の
月
明
か
り
の
下
で

み
ん
な
で
語
ら
い
あ
っ
た
楽
し
い

一
夜
の
宴
で
し
た
。
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善

意

の

輪

こ
の
た
び
、
左
記
の
方
々
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し

｢

地
域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て

下
さ
い
。｣

と
、
香
典
返
し
に
代
え

て
多
額
の
御
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

御
芳
志
に
添
い
ま
す
よ
う
、
活

用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

記

福
永

忠
則
様

(

上
六
嘉)

亡

ツ
ギ
子
様

前
田

幸
博
様

(

西
村)

亡

ト
シ
子
様

田
端

義
雄
様

(

三
郎
無
田)

亡

芳
枝
様

１日・赤い羽根 ｢空の第一便｣ 伝達式

・くまもとサプライズナイト

３日・庁内常会

・ホテル日航社長来庁対応

・熊本県知事訪問

・石原信雄氏特別講演会

・石原信雄氏を囲む懇談会

４日・熊本県土地改良事業団体連合会来庁対応

・熊本県町村会評議員会

・全国障害者スポーツ大会熊本県選手団結団式

５日・九州治水期成同盟第２回要望会

６日・全国町村監査功労者表彰式

７日・財団法人熊本県雇用環境整備協会理事会

・熊本県立御船高等学校創立90周年祝賀会

９日・嘉島幼稚園運動会

11日・熊本県公立学校施設整備期成会定期総会

・御船環境クリーンセンター管理者会議及び議会

12日・県道小川嘉島線道路整備促進期成会要望活動

・消防積載車交付式

13日・熊本県連合戸籍住民基本台帳事務協議会総会

・九州警備保障・キューネット御礼の会

14日・九州農政局長表敬訪問

15日・ねんりんピック2011熊本開会式

17日・自衛隊熊本本部長来庁対応

・六嘉神社大祭

・上益城消防組合管理者会議

・上益城郡町長定例会議

18日・嘉島町地域福祉計画及び地域福祉活動計画

策定委員会

・ねんりんピック2011熊本閉会式

・子ども新システム等について勉強会

19日・東日本大震災復興支援水土里の集い～21日

まで

22日・地域のつどいin嘉島

24日・国保中央会臨時総会

・緑川改修期成会要望活動

25日・九州治水期成同盟第３回要望会

26日・嘉島町老人クラブ連合会グラウンドゴルフ

大会

・九州中央自動車道建設促進提言活動

28日・全国町村会正副会長会

・全国町村会政務調査会

31日・早稲田大学教授来庁対応

荒
木
町
長
談

今
尚
、
余
震
が
続
き
、
こ
れ
か

ら
寒
気
が
訪
れ
る
被
災
地
の
方
々

の
御
心
労
を
考
え
ま
す
と
、
実
り

の
秋
を
迎
え
、
季
節
感
を
満
喫
で

き
る
私
ど
も
の
自
然
と
環
境
に
、

改
め
て
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
程
、
全
国
町
村
会
の
会
長
代

行
に
就
任
し
て
、
今
ま
で
以
上
に

各
地
の
自
治
体
の
動
向
を
把
握
す

る
こ
と
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。

わ
が
町
に
と
っ
て
最
善
の
道
を
選

択
し
、
よ
り
一
層
住
み
よ
い
町
づ

く
り
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
。

年
の
瀬
も
近
づ
き
ま
す
。
健
康

に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

町長の動き
10月の

嘉島幼稚園の運動会で

永
戸�
生
様

(

熊
本
市)

亡

キ
エ
様

藤
瀬

弘
治
様

(

下
六
嘉)

亡

万
延
様

中
瀬

良
子
様

(

滝
河
原)

亡

玉
子
様

津
出

一
世
様

(

井
寺)

亡

ツ
ル
エ
様

�
森

憲
一
様

(

北
甘
木)

亡

カ
ヲ
ル
様

岩
永

久
子
様

(

上
島)

亡

惟
正
様

村
川

敬
次
様

(

鯰)

亡

信
雄
様

須
藤

明
實
様

(

下
六
嘉)

亡

勝
紀
様

平
成
23
年
10
月
19
日
現
在

心
配
ご
と
相
談

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で

す
。
秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。
相
談
科
は
、
無
料
で
す
。

◎
次
月
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

11
月
30
日

(

水)

弁
護
士

12
月
21
日

(

水)

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず

電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

尚
、
定
員

(

原
則
４
名)

に
な

り
次
第
、
締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
御
了
承
下
さ
い
。

◎
相
談
場
所

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

◎
相
談
時
間

午
後
１
時
30
分
よ
り

午
後
３
時
30
分
ま
で

(

１
人
30
分
以
内)

お
問
い
合
わ
せ
、
御
予
約
は
、

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

�
２
３
７－

２
９
８
１
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天
気
の
良
い
日
は
、
ま
だ
ま
だ

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
朝
夕
は

す
っ
か
り
寒
く
、
冬
が
そ
こ
ま
で

近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
肌
身
で
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
稲
刈

り
も
終
わ
り
、
大
豆
の
収
穫
を
迎

え
て
い
る
頃
か
と
思
い
ま
す
。
こ

の
大
豆
が
、
焼
酎
・
味
噌
・
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
等
の
町
の
特
産
品
に
変
身

す
る
日
が
待
ち
遠
し
い
も
の
で
す
。

食
の
安
全
を
よ
く
耳
に
す
る
昨
今
、

安
心
で
安
全
な
嘉
島
産
の
大
豆
製

品
を
食
べ
て
健
康
的
に
過
ご
し
た

い
も
の
で
す
ね
。

(

Ｋ
・
Ｋ)

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

｢
広
報
か
し
ま｣

は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

11月13日(日) 笹原外科胃腸科医院 �282-0070(御船町)
11月20日(日) のぐち皮ふ科医院 �237-4112(嘉島町)
11月23日(水) 榊田外科医院 �282-6363(御船町)
11月27日(日) 藤岡医院 �282-0405(御船町)
12月４日(日) 西村病院 �237-1551(嘉島町)
12月11日(日) 熊本回生会病院 �237-1133(嘉島町)
12月18日(日) 御船クリニック �282-0106(御船町)
12月23日(金) 泰泉堂牟田医院 �282-0216(御船町)

嘉島町の人口動態
平成23年10月27日現在

(前月比)

人 口

男

女

世帯数

8,865 人 (－16)

4,231 人 (－12)

4,634 人 (－４)

3,159 世帯 (－２)

おねえちゃんダイスキ�
ご両親：�田 健二さん・英理さん

(上六嘉)

平
成
21
年
３
月
24
日
生

本
田

煌
晟

(

こ
う
せ
い)

く
ん

いっぱい食べて大きくなるぞ!!

ご両親：本田 秀和さん・珠実さん
(上島)

休 日 当 番 医

平
成
22
年
２
月
17
日
生

�
田

新
奈

(

に
い
な)

ち
ゃ
ん

○健康の秘訣は何ですか？
人とのお付き合いが好きで､ 会合などにでてお話しし
たり､ 笑ったりするのが健康の秘訣です｡

○趣味は何ですか？
グラウンドゴルフです｡ 宮ノ前公園で毎日のように楽
しんでいます｡

お付き合いやお話が好きな素敵な笑顔のご本人｡ 健
康に気を付けて､ いつまでもお元気で！ (係)( )
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昭
和
２
年
４
月
22
日
生

(

上
島)

鉄
田

廣
子
さ
ん

(

84
歳)

わ

が

家

の

自

信

作


